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「
な
ぜ
、
上
流
の
水
の
流
れ
は
透
明
な
の
か
」 

―

河
川
上
流
中
流
の
土
砂
流
下
と
堆
積
の
規
則
性
を
考
え
る―
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本
書
の
内
容 

 
 

 
 

 

本
書
が
対
象
と
す
る
河
川 

 
 

 
 

 

本
書
で
記
述
し
て
い
る
用
語
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

筆
者
の
願
い 

第
１
章 

河
川
上
流
中
流
の
土
砂
流
下
と
堆
積
の
規
則
性 

 

第
１
節 

河
川
上
流
中
流
の
土
砂
流
下
と
堆
積
の
特
徴 

 
 

 
 

 
 

河
川
上
流
中
流
の
増
水
と
濁
り
の
発
生 

 
 

 
 

 
 

河
川
上
流
中
流
の
土
砂
流
下
の
特
徴 

 
 

 
 

 
 

河
川
上
流
中
流
に
見
る
土
砂
堆
積
の
様
々
な
様
相 

 
 

 
 

 
 

河
川
で
は
上
流
に
な
る
ほ
ど
石
や
岩
の
大
き
さ
が
大
き
い 

 
 

 
 

 
 

渓
流
や
清
流
の
石
や
岩
を
観
察
す
る 

 
 

 
 

 
 

増
水
時
の
水
量
を
区
分
す
る 

 

第
２
節 

河
川
上
流
や
中
流
で
の
土
砂
流
下
と
堆
積
の
実
際 

 
 

 
 

 
 

上
流
中
流
で
は
岸
辺
に
大
き
な
石
や
岩
が
あ
る
こ
と
が
多
い 

 
 

 
 

 
 

大
き
な
石
や
岩
は
容
易
に
流
下
し
な
い 

 
 

 
 

 
 

特
別
規
模
が
大
き
な
増
水
や
規
模
の
大
き
な
増
水 

 
 

 
 

 
 

流
下
す
る
土
砂
が
途
中
で
堆
積
す
る
理
由 

 
 

 
 

 
 

特
別
規
模
が
大
き
な
増
水
に
続
く
大
小
の
規
模
の
増
水 

 

第
３
節 

土
砂
流
下
と
堆
積
の
実
際 

 

大
き
な
石
や
岩
の
流
下
の
仕
方 

 
 

 
 

 
 

似
か
よ
っ
た
大
き
さ
の
石
や
岩
が
集
ま
っ
て
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

上
流
や
中
流
の
流
路
の
形
成 

 
 

 
 

 
 

上
流
や
中
流
で
は
河
川
の
川
底
の
横
断
面
が
Ｕ
字
型
に
な
り
ま
す 

 
 

 
 

 
 

上
流
中
流
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
の
土
砂
堆
積 

 

第
４
節 

土
石
流
や
土
砂
崩
れ
に
よ
る
土
砂
の
発
生 

 
 

 
 

 
 

土
石
流
や
土
砂
崩
れ
に
よ
る
土
砂
の
発
生 

 
 

 
 

 
 

土
石
流
や
土
砂
崩
れ
に
よ
る
土
砂
の
特
徴 

 
 

 
 

 
 

土
石
流
や
土
砂
崩
れ
が
残
し
た
巨
石
、
巨
岩 

 
 

 
 

 
 

上
流
や
中
流
の
土
砂
流
下
と
土
砂
堆
積 
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第
２
章 

「
淵
」
の
形
成
と
土
砂
と
の
関
係 

 
第
１
節 

な
ぜ
「
淵
」
が
で
き
る
の
か 

 
 

 
 

上
流
や
中
流
の
土
砂
流
下
と
堆
積
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
き
っ
か
け 

 
 

 
 

「
淵
」
は
、
「
特
別
大
き
な
石
や
岩
」
が
あ
る
場
所
に
出
来
る 

 
 

 
 

「
淵
」
を
形
成
す
る
「
特
別
大
き
な
石
や
岩
」
の
役
割 

 
 

 
 

「
特
別
大
き
な
石
や
岩
」
で
あ
る
こ
と
の
意
味 

 
 

 
 

「
淵
」
を
維
持
す
る
要
素 

 
 

 
 

「
淵
」
は
、
特
別
規
模
が
大
き
な
増
水
時
に
は
土
砂
で
埋
ま
り
ま
す 

第
２
節 

洗
掘
（
せ
ん
く
つ
） 

 
 

 
 

 

河
川
工
事
で
「
洗
掘
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
現
象 

 
 

 
 

「
洗
掘
」
現
象
の
実
際 

第
３
節 

石
や
岩
の
相
対
的
な
大
き
さ 

 
 

 
 

 

河
川
に
見
る
石
や
岩
の
大
き
さ 

 
 

 
 

 

石
や
岩
の
相
対
的
な
大
き
さ
。 

 第
３
章 

「
水
の
流
れ
が
透
明
な
理
由
」
と
上
流
中
流
の
治
水
的
機
能 

 

第
１
節 

「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」 

 
 

 
 

 

流
下
す
る
土
砂
と
流
下
し
な
い
土
砂 

 
 

 
 

 

流
下
し
て
行
か
な
い
石
や
岩 

 
 

 
 

 

「
自
然
の
敷
石
」 

 
 

 
 

 

「
自
然
の
石
組
」 

第
２
節 

「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
の
役
割
」 

 
 

 
 

 

「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」
と
水
流
の
傾
斜 

 
 

 
 

 

「
透
明
な
流
れ
」
と
「
自
然
の
敷
石
」
「
自
然
の
石
組
」 

 
 

 
 

 

「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」
が
形
成
さ
れ
な
い
流
れ 

 
 

 
 

 

渓
相
と
「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」 

第
３
節 

「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」
の
形
成 

 
 

 
 

 

「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」
の
形
成 

 
 

 
 

 

「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」
と
減
水
過
程 

 
 

 
 

 

「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」
の
破
壊
と
形
成
の
実
際 

第
４
節 

「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」
の
治
水
的
効
果 

 
 

 
 

上
流
中
流
の
石
や
岩
の
水
流
に
対
す
る
治
水
的
効
果 

 
 

 
 

「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」
の
治
水
的
効
果
と
増
水 
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「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」
の
土
砂
に
対
す
る
治
水
的
効
果 

 
 

 
 

上
流
と
中
流
の
「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」 

 
 

 
 

上
流
と
中
流
の
河
川
敷
の
治
水
的
効
果 

 
 

 
河
川
工
事
や
ダ
ム
に
よ
る
不
都
合 

  第
４
章 

「
砂
防
堰
堤
」 

第
１
節 

様
々
な
「
砂
防
堰
堤
」
と
そ
の
問
題
点 

 
 

 
 

 

様
々
な
「
砂
防
堰
堤
」
と
そ
の
名
称 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
の
役
割 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
の
有
効
性 

第
２
節 

「
砂
防
堰
堤
」
の
問
題
点 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
の
建
設
に
よ
っ
て
最
初
に
発
生
す
る
現
象 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
の
上
流
側
に
発
生
す
る
不
都
合 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
上
流
側
の
「
自
然
の
敷
石
」
と
「
自
然
の
石
組
」 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
の
下
流
側
で
発
生
す
る
不
都
合 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
の
下
流
側
の
河
床
の
低
下 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
の
間
違
い 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
の
耐
用
年
数 

第
３
節 

「
砂
防
堰
堤
」
か
ら
の
土
砂
流
下 

 
 

 
 

 

濁
り
の
解
消
と
土
砂
流
下 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
下
流
側
の
侵
食
の
実
際 

 
 

 
 

 

安
倍
川
河
口
で
見
た
土
砂
流
下 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
の
土
砂
流
下
と
濁
り 

第
４
節 

「
砂
防
堰
堤
」
の
改
良 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
の
問
題
点 

改
良
型
砂
防
堰
堤
の
場
合 

 
 

 
 

 

既
に
あ
る
「
砂
防
堰
堤
」
の
改
良 

 
 

 
 

 

「
砂
防
堰
堤
」
と
山
地
と
山
林 

様
々
な
「
砂
防
堰
堤
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況 
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  第
５
章 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」 

 

第
１
節 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
と
は 

 
 

 
 

 
渓
流
で
見
た
不
思
議
な
光
景 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
と
は 

第
２
節 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
の
不
都
合 

 
 

 
 

 
 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
の
岸
辺
に
生
じ
る
現
象 

 
 

 
 

 
 

長
く
続
く
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
の
不
都
合 

 
 

 
 

 
 

両
岸
共
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
を
建
設
し
た
場
合
の
不
都
合 

 
 

 
 

 

「
渓
流
で
見
た
不
思
議
な
光
景
」
の
説
明 

 

第
３
節 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
に
よ
る
不
都
合
の
様
々
な
状
況
（
そ
の
１
） 

 
 

 
 

 

小
規
模
な
流
れ
に
生
じ
る
不
都
合 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
生
活 

河
川
に
あ
っ
た
石
や
岩
を
護
岸
に
使
用
し
て
い
る
場
合 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
上
流
の
小
規
模
な
流
れ 

第
４
節 

 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
に
よ
る
不
都
合
の
様
々
な
状
況(

そ
の
２) 

上
流
や
中
流
の
河
床
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
敷
き
に
変
え
る
工
事 

川
幅
の
多
く
が
「
蘆
」
で
覆
わ
れ
た
水
流 

広
い
河
川
敷
が
あ
る
中
流
域
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」 

広
い
河
川
敷
が
あ
る
中
流
域
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
の
土
砂
流
下 

第
５
節 

堤
防
の
水
流
側
の
新
た
な
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」 

堤
防
の
水
流
側
の
新
た
な
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」 

「
安
倍
川
」
の
場
合 

「
安
倍
川
」
の
「
瀬
切
れ
」
現
象 

「
安
倍
川
」
の
濁
り
の
問
題 

江
戸
時
代
の
文
書
か
ら
推
測
す
る
「
安
倍
川
」
の
濁
り 

第
６
節 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
と
「
砂
防
堰
堤
」
が
も
た
ら
し
た
状
況 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
が
も
た
ら
す
将
来
の
不
安 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
と
「
砂
防
堰
堤
」
が
も
た
ら
し
た
状
況 

誤
っ
た
河
川
工
事
に
よ
っ
て
上
流
や
中
流
に
生
じ
て
い
る
事
柄 
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第
６
章 

貯
水
式
ダ
ム
の
問
題 

第
１
節 

土
石
流
と
ダ
ム
の
放
流 

土
石
流
と
渓
流
の
形
成 

段
丘
と
土
石
流 

奇
妙
な
段
丘 

奇
妙
な
段
丘
が
出
来
た
訳 

土
石
流
と
段
丘
と
ダ
ム
の
放
流 

残
さ
れ
た
段
丘
と
ダ
ム
の
放
流 

第
２
節 

ダ
ム
の
放
流
に
よ
る
弊
害 

ダ
ム
の
放
流
に
よ
る
土
砂
流
下
の
問
題
点 

ダ
ム
の
放
流
、
第
一
の
問
題 

急
激
に
増
加
す
る
放
流
水 

ダ
ム
の
放
流
、
第
二
の
問
題 
多
す
ぎ
る
放
流
水 

ダ
ム
の
放
流
、
第
三
の
問
題 
急
激
に
減
少
す
る
放
流
水 

ダ
ム
の
放
流
、
第
四
の
問
題 

取
水
堰
か
ら
の
放
流 

第
３
節 

貯
水
式
ダ
ム
に
堆
積
す
る
土
砂 

貯
水
式
ダ
ム
の
性
質 

堆
積
土
砂
の
基
本
的
問
題 

貯
水
式
ダ
ム
の
排
砂
に
つ
い
て 

貯
水
式
ダ
ム
の
耐
用
年
数
或
い
は
ダ
ム
の
撤
去 

第
４
節 

貯
水
式
ダ
ム
の
間
違
い 

治
水
を
目
的
と
す
る
ダ
ム
の
場
合 

発
電
や
利
水
を
目
的
と
す
る
ダ
ム
の
場
合 

穴
あ
き
ダ
ム
を
考
え
る 

ダ
ム
の
所
有
者
と
管
理
者
の
責
任 

小
規
模
発
電
お
よ
び
新
た
な
取
水
方
法 

こ
れ
か
ら
の
公
共
事
業 

  

第
７
章 

河
川
か
ら
流
出
し
た
土
砂
と
「
砂
浜
海
岸
」 

第
１
節 

ダ
ム
の
放
流
と
海
岸
の
砂
浜 

ダ
ム
と
砂
浜
と
の
関
係 

「
安
倍
川
」
か
ら
「
三
保
半
島
」
へ
と
続
く
砂
礫
浜
海
岸 

従
来
か
ら
の
考
え
方
の
問
題
点 
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第
２
節 

「
砂
浜
」
「
砂
礫
浜
」
の
形
成 

「
砂
浜
」
「
砂
礫
浜
」
が
形
成
さ
れ
る
過
程 

「
砂
浜
」
「
砂
礫
浜
」
が
形
成
さ
れ
る
第
一
の
過
程 

「
砂
浜
」
「
砂
礫
浜
」
が
形
成
さ
れ
る
第
二
の
過
程 

「
砂
浜
」
「
砂
礫
浜
」
が
形
成
さ
れ
る
第
三
の
過
程 

「
砂
浜
」
「
砂
礫
浜
」
が
形
成
さ
れ
る
第
四
の
過
程 

第
３
節 

「
砂
浜
」
「
砂
礫
浜
」
の
侵
食 

「
砂
浜
」
「
砂
礫
浜
」
が
浸
食
さ
れ
る
理
由 

第
一
の
過
程
に
生
じ
る
不
具
合
の
理
由 

第
一
の
過
程
で
生
じ
て
い
る
も
う
一
つ
の
問
題 

大
き
な
河
川
と
小
規
模
な
河
川 

「
安
倍
川
」
と
静
岡
の
前
浜
の
現
状 

  

第
８
章 

荒
廃
し
た
河
川
と
そ
の
改
善 

第
１
節 

荒
廃
し
た
河
川
と
環
境 

失
わ
れ
た
自
然
環
境
と
様
々
な
生
物 

水
生
昆
虫
と
鳥 

「
ア
ユ
」
の
場
合 

「
ウ
ナ
ギ
」
の
場
合 

そ
れ
ぞ
れ
の
魚
種
や
そ
の
他
の
生
物 

第
２
節 

荒
廃
し
た
河
川
を
回
復
す
る 

荒
廃
し
続
け
る
河
川
に
自
然
を
取
り
戻
す 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
自
然
の
岸
辺
を
取
り
戻
す
方
法 

こ
の
工
事
方
法
の
可
能
性 

荒
廃
し
た
河
川
を
回
復
す
る
方
法
の
問
題
点 
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